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東京都小金井市民の食意識・食行動をふまえた食育の課題

大　竹　美登利＊・境　谷　優理子＊＊

家庭科教育分野

（2010年9月27日受理）

　偏った栄養摂取，不規則な食事，肥満や生活習慣病
の増加，過度の痩身志向，新たな「食」の安全や，海
外への依存が問題となり，国民が食生活の改善の面か
らも，安全の確保の面からも，自ら「食」のあり方を
学ぶことの重要性が求められ，2005年に食育基本法が
成立した。基本法に基づいて2006年に国が食育推進計
画を策定し，これをうけて東京都が食育推進計画を策
定した。基本法第18条では，市町村においても食育推
進計画を策定することが求められており，小金井市で
も2008年に「小金井市食育推進計画」を作成した。
　小金井市は，1 万年以上も前から人が住みはじめた
地域で，江戸時代には玉川上水が完成によって新田
開発が活発となり，急速に集落が発達したこともあ
り，現在でも「東京江戸野菜」を商品登録化している
近郊農業が盛んな地域である。また，昭和15年の紀元
2600年記念事業で計画された小金井大緑地の一部が現
在の小金井公園となり，また陸軍の施設跡地を中心に
大学や国の研究所が設置されているなど文教施設も多
い。新宿駅から中央線で30分弱の比較的交通の便が良
い場所に立地し，現在，住民は11万人を超え，都心に
通うサラリーマンが多い住宅地となっている。
　小金井市の食育の基本方針は，小金井市第 3 次基本
構想・後期基本計画に基づき，「野菜」「団らん」「ふ
れあい」「環境」をキーワードとし，食を通した豊か
で健全な小金井らしいライフスタイルを，市民が，生
産者・事業者，各種団体等と市が，協力して進めてい
くことをかかげている。これは，「小金井らしい食生

活」のあるひとづくり・まちづくりを“Koganei-Style”
として，地域に展開しようとするものである。「小金
井らしい食生活」とは，農業が盛んなこと，東京の
ベッドタウンとしての都市型住民のライフスタイルに
合わせ，なおかつ地域の良さを活かすことを目的に，
⑴地場を中心とした新鮮な野菜を楽しみ，低農薬等，
良質な野菜にこだわる食生活，⑵家の人や友人・知人
との団らんを大切にした食生活，⑶地域のふれあいを
大切にした，環境に優しい食生活を推進することとし
ている。こうした食育推進の出発点として，現在の市
民の食生活の実態を明らかにすることを目的として，
本調査は企画された。
　本論文では，調査を委託された筆者らが，これらの
調査結果を再分析し，さらに，小金井市民の実態から，
食育の課題を明らかにすることを目的とする。

　調査内容としては，①東京都の食育推進計画で取り
上げられた「取組の指標」の達成状況，②「小金井ら
しい食生活」の実践状況，③「市民が考える小金井ら
しい食生活」の 3 本柱である。

　本調査は，住民基本台帳から年齢と男女を考慮して
無作為に抽出した（層化 2 段階抽出法）2 千人を対象
として，郵送で調査票を送付・依頼し，記入後，返信
用封筒にて返送してもらった。
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　調査票は，平成20年11月14日に発送し，回答期限
を11月30日として回収した。回収数は901件だった
が，ほぼ全設問において年齢・性別のクロス集計を
行ったため，年齢・性別未回答の13件については，集
計から外した。このため，有効回答数は888件，有効
回収率44.4％であった。他のアンケート調査等の回収
率と比べると高い回収率であり，市民の食育に対する
関心の高さがうかがえる。

　有効回答者を年齢階層別にみると（表 1 ），10歳
代，20歳代は 3 割弱であるが，60歳代，70歳代以上
ではほぼ 6 割と高い回収率である。なお，男女別にみ
ると，男性34.9％，女性53.7％と，女性の回収率が高
かった。

　就業形態別にみると（表 2 ），「学生」が最も少なく，
「雇用者」が最も多い。「雇用者」は女性よりも男性が
多く，「無職・家事専業」では男性よりも女性の方が
多い。

　有効回答者を通勤・通学先別にみると（表 3 ），男
性では「区部」が最も多く，次いで「その他の市部」，
「小金井市内」と続いている。女性では，「その他の市
部」が最も多く，男性に比べて都心に通う者が少ない。

　有効回答者を家族類型別にみると（表 4 ），未婚の
子と夫妻からなる「核家族世帯」は全体で77.1％と最
も多く，「単身世帯」は13.5％，三世代以上からなる
「拡大家族世帯」は6.4％であった。
　60歳以上の有効回答者を取り出して，家族類型別に
みると，「核家族世帯」が全体で75.5％と最も多く，つ
いで「単身世帯」が14.1％で，「拡大家族世帯」は5.2％
と少ない。男女別では「単身世帯」は男性5.7％，女
性20.2％と，単身世帯は女性が男性の約 4 倍になって
おり，男性の単身生活者は少ないことが特徴であった。

　「食育」に関心があるかを尋ねたところ，全体では
「関心がある」が26.9％，「どちらかといえば関心があ
る」が47.4％であり，これらを合わせると，74.3％の
者が食育に関心があることがわかる。一方，「どちら
かといえば関心がない」は16.6％，「関心がない」は
4.6％で関心がない者は合わせて21.2％，「わからない」
は4.3％だった。男女別にみると，男性は「関心があ

区分 男性 女性 合計
対
象
者
数

有
効
回
答
数

有
効
回
答
率

対
象
者
数

有
効
回
答
数

有
効
回
答
率

対
象
者
数

有
効
回
答
数

有
効
回
答
率

10歳代  24   3 12.5%   23  10 43.5%   47  13 27.7%

20歳代 199  37 18.6%  175  69 39.4%  374 106 28.3%

30歳代 197  49 24.9%  182 106 58.2%  379 155 40.9%

40歳代 180  57 31.7%  171  85 49.7%  351 142 40.5%

50歳代 148  59 39.9%  143  89 62.2%  291 148 50.9%

60歳代 118  65 55.1%  133  84 63.2%  251 149 59.4%

70歳以上 126  76 60.3%  182  99 54.4%  308 175 56.8%

合計 992 346 34.9% 1009 542 53.7% 2001 888 44.4%

自営／家族
従業者

雇用者 学生 無職／主婦 無回答 合計

実
数

男性 31 200 10 103 2 346

女性 35 205 17 283 2 542

合計 66 405 27 386 4 888

％

男性 9.0% 57.8% 2.9% 29.8% 0.6% 100.0%

女性 6.5% 37.8% 3.1% 52.2% 0.4% 100.0%

合計 7.4% 45.6% 3.0% 43.5% 0.5% 100.0%

実
数

自宅 小金井市内 その他市部 区部 その他 合計

男性 6 20 55 78 8 167

女性 10 31 42 37 2 122

合計 16 51 97 115 10 289

％

男性 3.6% 12.0% 32.9% 46.7% 4.8% 100.0%

女性 8.2% 25.4% 34.4% 30.3% 1.6% 100.0%

合計 5.5% 17.6% 33.6% 39.8% 3.5% 100.0%

単身世帯 家族世帯
拡大家族
世帯

その他 無回答 合計

実
数

男性 43 263 26 10 4 346

女性 77 420 31 10 4 542

合計 120 683 57 20 8 888

％

男性 12.4% 76.0% 7.5% 2.9% 1.2% 100.0%

女性 14.2% 77.5% 5.7% 1.8% 0.7% 100.0%

合計 13.5% 76.9% 6.4% 2.3% 0.9% 100.0%
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る」と「どちらかといえば関心がある」を合わせて
59.8％，女性では「関心がある」と「どちらかといえ
ば関心がある」を合わせて83.6％と，女性に比べて男
性の関心が低い。
　「食育」に「関心がある」，「どちらかといえば関心
がある」とした660人に対して，その理由は何かにつ
いて，「心身の健全な発達のために必要だから」（以
下「心身の健全な発達」），「食生活の乱れ（栄養バラ
ンスの崩れ，不規則な食事等）が問題になっているか
ら」（以下「食生活の乱れ」），「生活習慣病（がん，糖
尿病等）の増加が問題になっているから」（以下「生
活習慣病の増加」），「食料を海外からの輸入に依存し
すぎることが問題になっているから」（以下「食料の
輸入依存問題」），「自然の恩恵や食に対する感謝の念
が薄れているから」（以下「感謝の念の薄れ」），「肥満
ややせすぎが問題となっているから」（以下「肥満・
やせすぎ問題」），「有機農業などの自然環境と調和し
た食料生産が重要だから」（以下「食料生産」），「大量
の食べ残しなど食品廃棄物が問題になっているから」
（以下「食品廃棄物問題」），「事故米など，食品の安全
確保に関する問題が発生しているから」（以下「食品
の安全問題」），「食にまつわる地域の伝統や文化を守
ることが重要だから」（以下「伝統・文化を守る」），
「消費者や生産者の交流や信頼が不足していると思う
から」（以下「交流・信頼不足」），「その他」，「特にな
い」，「わからない」の14項目の中から 3 つまでを選択
するよう尋ねた。（図 1 ）
　全体では，「食料の輸入依存問題」41.7％，「食生
活の乱れ」38.9％，「心身の健全な発達」36.8％，「生

活習慣病の増加」35.5％と，この 4 つが主要な理由
であり，次いで「食品の安全問題」24.2％，「感謝の
念の薄れ」20.9％，「食品廃棄物問題」20.2％となっ
ている。男女別にみると，「感謝の念の薄れ」（男性
19.8％，女性21.4％），「食料生産」（男性13.0％，女
性18.5％），「食品の安全問題」（男性19.8％，女性
26.3％）では女性の方が多いが，その他の項目では男
性の方が多い。

　朝食を食べているかを尋ねたところ，全体では，「ほ
とんど毎日食べる」が86.9％で，「週 2 ～ 3 日食べな
い」5.0％，「週 4 ～ 5 日食べない」1.1％，「ほとんど
食べない」7.0％をあわせた「欠食することがある」者
は13.1％と少ない。なお，男女別にみると，「ほとん
ど毎日食べる」では，男性85.0％，女性88.2％，「ほと
んど食べない」では，男性9.8％，女性5.2％であり，
朝食の欠食は男性の方が多くなっている。
　朝食の欠食状況における「ほとんど毎日食べる」者
と「欠食することがある」者を家族類型別にみると，
「ほとんど毎日食べる」と回答するものは「核家族世
帯」（男性88.6％，女性90.3％）の方が，「拡大家族世
帯」（男性73.1％，女性83.9％）や「単身世帯」（男性
72.1％，女性80.5％）より多かった。逆に「欠食する
ことがある」では，「核家族世帯」（男性11.4％，女性
9.7％），「拡大家族世帯」（男性26.9％，女性16.1％），
「単身世帯」（男性27.9％，女性20.8％）のなかでは，
「単身世帯」が高率であるが，「拡大家族」の男性も朝
食を欠食しやすい環境であることがわかる。
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　次に朝食の欠食状況を年齢階層別にみると（図 2 ），
「ほとんど毎日食べる」では，60歳以上の高年層（男
性95.7％，女性96.2％）が最も多く，「欠食すること
がある」では，30歳未満の若年層（男性35.0％，女性
30.4％）が最も多い。

　先の朝食の欠食状況において「週 2 ～ 3 日食べない」
「週 4 ～ 5 日食べない」「ほとんど食べない」と回答し
た者116人に対して，いつ頃から朝食を食べなくなっ
たかを尋ねた（図 3 ）。
　全体では，「20 ～ 29歳」31.9％と「高校を卒業した
頃から」19.0％とで，合わせて50.9％を占めた。「小学

生の頃から」（7.8％），「中学生の頃から」（5.2％），「高
校生の頃から」（9.5％）はわずかで，朝食の欠食は高
校卒業から20歳代の時期から始まる。朝食を食べなく
なる時期は，大学や会社に入り 1 人暮らしを始める時
期と重なり，学校期の食育よりも，地域や会社での取
り組みが重要であると思われる。

　誰と朝食を食べているかを尋ねたところ，「家族」
とが男性61.6％，女性63.5％と最も多く，「ひとり」は
男性30.9％，女性32.0％であり，「友人」（男性0.3％，
女性0.2％）と「同僚」（男性0.3％，女性0.6％）は少
なかった。
　年齢階層別にみると，男性で「家族」と食べる者が，
30歳未満（以下「若年層」）35.0％，30歳～ 60歳未
満（以下「中年層」）50.9％，60歳以上（以下「高年
層」）81.6％と，高年層に多く，逆に「ひとり」では，
若年層57.5％，中年層38.8％，高年層14.2％と，若年
層が多い。女性では「家族」と食べる者は男生同様に
若年層で多い。「ひとり」で食べる者も若年層で多い
が，高年層は男性と比較して 3 倍以上になり，高齢者
の女性では単身世帯が多いことが反映していると考え
られる。
　夕食を誰と食べているかを尋ねたところ，「家族」
と食べる者は，男性74.3％，女性77.3％と，朝食より
も夕食を「家族」と食べている者の方が多かった。「ひ
とり」は，男性20.8％，女性17.5％と朝食の場合より
も少なかった。全体的に，「友人」（1.1％）と「同僚」
（1.8％）と食べる者は朝食の場合と同様に少ない。
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　※「その他」に，「友人」，「同僚」を含む。

　
　夕食を誰と食べているかを年齢階層別にみると
（表 5 ），男性が「家族」と食べている者は，若年層
47.5％，中年層66.7％，高年層90.8％と，高年層で多
い。男性が「ひとり」で食べる者は，若年層45.0％，
中年層27.3％，高年層6.4％と，若年層に多い。男性
は，年齢が高くなるにつれて家族と夕食を食べる割合
が高くなることがわかる。女性が「家族」と食べてい
る者は，若年層67.1％，中年層82.1％，高年層74.3％
と，中年層で多く，「ひとり」で食べる者は，若年層
20.3％，中年層14.6％，高年層20.8％と，男性と異な
り高年層で多かった。女性の高年層は「単身世帯」が
多いためであると考えられる。
　夕食を誰と食べているかを家族類型別にみると，「単
身世帯」では「ひとり」で食べている者が男性86.0％，
女性77.9％と多くを占めた。「核家族世帯」では，「家
族」と食べる者は男性で85.6％，女性で91.2％と大半
であり，「ひとり」で食べる者は男性で11.4％，女性
で6.9％と，男性の方が多い。「拡大家族世帯」では
「家族」と食べる者がは男性で76.9％，女性で93.5％，
「ひとり」で食べる者は男性で23.1％，女性で6.5％と，
「拡大家族世帯」の男性は「ひとり」で食べることが
多いことが特徴であった。拡大家族では好みや行動時
間の相違などが原因し，かえって家族全員が一同に会
して食事をする機会が減ると思われる。

　家庭における食育についてどのような行動をしてい
るかを，「日本型食生活を実践している（以下「日本
型食生活の実践」）」，「野菜摂取量を増やしている（以
下「野菜摂取量の増」）」「油の多いものを控えている
（以下「油ものを控える」）」「家庭や友人と食卓を囲み，

当てはまる まま当ては
まる

あまり当て
はまらない

当てはまら
ない

該当 該当しない

日本型食生
活を実践し
ている

男
性

 0.8%  6.6% 32.7% 21.7%

 7.4% 54.4%

女
性

 0.4%  5.4% 34.9% 33.6%

 5.8% 68.5%

合
計

 0.5%  5.8% 34.0% 28.9%

 6.3% 62.9%

野菜を摂取
しているか

男
性

 0.3%  4.9% 30.9% 25.4%

 5.2% 56.3%

女
性

 0.2%  2.4% 35.1% 36.9%

 2.6% 72.0%

合
計

 0.2%  3.4% 33.4% 32.4%

 3.6% 65.8%

油の多い者
を控えてい
る

男
性

 3.3% 20.2% 47.4% 29.1%

23.5% 76.5%

女
性

 1.0% 16.3% 44.1% 38.6%

17.3% 82.7%

合
計

 1.8% 17.7% 45.2% 35.3%

19.5% 80.5%

家族や友人
と食卓を囲
み楽しみな
がら食事を
している

男
性

 4.2% 18.3% 43.7% 33.8%

22.5% 77.5%

女
性

 5.4% 14.4% 42.3% 37.9%

19.8% 80.2%

合
計

 5.0% 15.7% 42.8% 36.5%

20.7% 79.3%

正しい箸の
持ち方がで
きる

男
性

 0.9%  8.0% 32.9% 58.2%

 8.9% 91.1%

女
性

 2.2% 11.4% 22.5% 63.9%

13.6% 86.4%

合
計

 1.8% 10.2% 26.1% 61.9%

12.0% 88.0%

食事前後に
挨拶をして
いる

男
性

 6.1% 16.4% 33.3% 44.1%

22.5% 77.4%

女
性

 2.5% 10.1% 29.0% 58.4%

12.6% 87.4%

合
計

 6.7% 12.3% 30.5% 58.5%

19.0% 89.0%

食事の支度
や片づけを
自分でして
いる

男
性

 5.5% 11.8% 25.4% 57.2%

17.3% 82.6%

女
性

 2.2%  8.2% 19.8% 69.8%

10.4% 89.6%

合
計

11.7% 18.8% 36.2% 33.8%

30.5% 70.0%
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楽しみながら食事をしている（以下「楽しみながら食
事」）」「正しい箸の持ち方ができる（以下「正しい箸
の持ち方」）」「食事前後にあいさつをしている（以下
「あいさつ」）」「食事の仕度や片づけを自分でしてい
る（以下「食事の仕度・片づけ」）」の 7 項目で尋ねた
（表 6 ）。
　 7 項目いずれも「あまり当てはまらない」「全く当
てはまらない」（以上「該当しない」と称す）とし
た者が 8 割以上と高い割合を占め，「当てはまる」及
び「まあまあ当てはまる」（以上「該当」と称す）と
した割合は，最も多い「楽しみながら食事」でも
20.7％にすぎなかった。中でも，「野菜の摂取量」（「該
当」3.6％），「日本型食生活の実践」（「該当」6.3％），
「正しい箸の持ち方」（「該当」12.0％）は，特に少な
かった。
　「該当」するとした割合を男女別でみると，「油もの
を控える」では，男性22.9％，女性16.6％と，男性の
方が油ものを控えている者が多い。「正しい箸の持ち
方」では，男性8.9％，女性13.6％と，男性の方が「該
当」する者は少ない。「食事の仕度・片づけ」では男
性17.3％，女性10.4％と男性の方が多く，男性の方が
食事の仕度や片づけを食育と意識して行っているとい
えよう。

　食事の栄養バランスは，食品の種類及び摂取量か
ら確認することができるが，厚生労働省では，「主食」
「主菜」「副菜」等の 1 日の摂取量のバランスを，コマ
のイラストによりチェックができる「食事バランスガ
イド」を開発し，その普及に取り組んでいる。本調査
では，この「食事バランスガイド」よりもさらに簡易
な方法として，中学校の家庭科の教科書に掲載されて
いる「お弁当箱」を使った方法を応用することとした。
これは，肉・魚などの主菜を 1 としたとき，野菜など
の副菜は 2 ，米などの主食を 3 摂取するとしており，
栄養バランスの目安の 1 つである。

　主食は 1 日に合計でどのくらい食べているか，
「ごはん小もり」を「 1 つ分」として尋ねたところ
（図 4 ），全体では，「 3 つ分」が35.1％で最も多く，
「 4 つ分」20.0％，「 2 つ分」16.8％，「 5 つ分」13.9％
の順であった。男女別にみると，男性では，「 3 つ分」
が28.3％で最も多かったが，「 5 つ分」19.9％，「 4 つ
分」19.1％，「 2 つ分」16.8％と，「 2 つ分」から「 5 つ
分」の間に広がっていた。しかし女性では，「 3 つ分」
が39.5％で最も多く，次いで「 4 つ分」20.7％と，両
者を合わせると 6 割余りを占め，3 つ分と 4 つ分に集

中していた。

　「野菜をどのくらい食べているかを尋ねたところ，
全体では，「主菜と同量」が38.3％で一番多く，理想
的な野菜摂取量である「主菜の 2 倍の量」は，20.2％
と 5 人に 1 人にすぎなかった。
　男女別にみると，「主菜の 2 倍の量」では，女性
25.8％に対して，男性は11.3％と半分以下であり，女
性の方が野菜の摂取量が多い。「主菜の半分の量」と
「ほとんど食べない」を合わせると，男性51.2％，女
性26.7％となっており，男性では 2 人に 1 人，女性で
も 4 人に 1 人が，明らかに野菜の摂取量が不足して
いる。
　年齢階層別・男女別にみると，男性で「主菜の 2 倍
の量」野菜を食べる者は，若年層10.0％，中年層8.5％，
高年層14.9％と，高年層の方が多かった。女性でも，
「主菜の 2 倍の量」を食べる者は，若年層20.3％，中
年層26.1％，高年層27.9％と，高年層の方が多い。ま
た，女性を男性と比較すると，「主菜の 2 倍の量」接
収する者は，若年層では 2 倍，中年層では 3 倍，高年
層でも 2 倍弱と，女性の方が野菜を摂取していた。

　食生活の改善意欲について，「栄養バランスのとれ
た食事をする」「牛乳・乳製品を食べる」「果物を食べ
る」「肉や魚より野菜を多くとる」「油の多い料理を控
える」「食塩の多い料理を控える」「菓子や甘い飲み物
をほどほどにする」「食事時間を規則正しくする」「や
せすぎや太りすぎでない体重を維持する」「テレビコ
マーシャルや，菓子の景品等に影響を受けて特定の食
品を食べ過ぎない」「食品を選んだり，食事のバラン
スを整えるのに困らない知識や技術を身に付ける」の
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11項目について，「改善したい」「すでにできている」
「できていないし，改善したいいとも思わない」の 3 
つの選択肢から選んで回答してもらった。
　全体的に，「できていないし，改善したいいとも思
わない」と回答した者は少ないが，5.0％を超える回答
があったのは，「牛乳・乳製品を食べる」（男性7.8％，
女性7.0％），「果物を食べる」（男性5.2％），「菓子や甘
い飲み物をほどほどにする」（男性5.5％），「食品を選
んだり，食事のバランスを整えるのに困らない知識や
技術を身に付ける」（男性7.8％）であり，これらの項
目は，できていなくても改善の必要はないと考えてい
ることがうかがえる。
　「改善したい」とする者の割合は全体に高く，男女
ともに40.0％以上だったものとして，「栄養バランス」
（男性53.8％，女性46.1％）「やせすぎや太りすぎでな
い体重を維持する」（男性43.9％，女性42.6％），「食品
を選んだり，食事のバランスを整えるのに困らない知
識や技術を身に付ける」（男性52.9％，女性55.2％）で
あった。男性のみが40.0％以上だったのは，「肉や魚
より野菜を多くとる」（男性41.0％），「油の多い料理
を控える」（男性42.2％），「食塩の多い料理を控える」
（男性41.9％），女性のみが40.0％以上だったのは「菓
子や甘い飲み物をほどほどにする」（女性40.9％）で
あった。男性の方が，女性よりも多くの項目を課題で
あると考えていることが分かる。
　「改善したい」とする者の割合が「すでにできてい
る」より高いものは，「栄養バランスのとれた食事を
する」男性（53.8％），「食品を選んだり，食事のバラ
ンスを整えるのに困らない知識や技術を身に付ける」
（男性52.9％，女性55.2％）であった。しかし，「肉や
魚より野菜を多く取る」では「すでにできている」と
する者は男性54.0％，女性62.8％であるが，野菜の摂
取量では，「主菜の 2 倍の量」以上を取れている者は
男性14.2％，女性32.4％にすぎないという結果から，
本人はできていると考えているが，改善の必要が認識
できていないことを示している。

　小金井市の食育推進計画の「地場を中心とした新鮮
な野菜を楽しみ，低農薬等，良質な野菜にこだわる食
生活」の状況を把握するその具体的な調査項目として，
①地場野菜の購入状況，②野菜購入時の配慮事項，③
コンビニエンスストアの利用頻度，④コンビニエンス
ストアで購入するもの，⑤コンビニエンスストア利用

時の配慮事項，⑥外食の頻度，⑦外食時の配慮事項に
ついて尋ねた。

　市内で採れた野菜を買うことがあるかを尋ねたとこ
ろ，全体では，「いつも買う」12.8％，「たまに買う」
50.0％と，62.8％の者が市内で採れた野菜を買うこと
があるとしており，「売っていることを知らない」と
する者は10.2％にとどまっている。小金井産の野菜が
あること，直売されていることは多くの市民に周知さ
れていることがわかる。男女別にみると，男性では，
「いつも買う」9.8％，「たまに買う」38.7％であるの
に対し，女性は「いつも買う」14.8％，「たまに買う」
57.2％と，女性の方が購入行動に結びついている。
　市内で採れた野菜を買うことがあるかを年齢階層
別にみると（図 5 ），男性で「いつも買う」と「たま
に買う」を合わせた「買う」が，30歳未満の若年層
22.5％，30歳～ 60歳未満の中年層37.6％，60歳以上
の高年層68.8％，と高年層に多くなっている。女性で
も「買う」は，若年層41.8％，中年層74.3％，高年層
81.4％と高年層に多く，「あまり買わない」は，若年層
36.7％，中年層17.9％，高年層15.8％と若年層に多い。
男女ともに若者はあまり購入していなかった。

　野菜を買うときに配慮していることがあるか，「鮮
度」，「無農薬のもの」，「価格」，「国産のもの」，「その
他」，「特に配慮していない」の 6 項目で尋ねた。
　全体では，「鮮度」78.4％，「国産のもの」71.4％，
「価格」56.4％，「無農薬のもの」30.5％と，野菜を買
うときに配慮していることとして，「鮮度」と「国産
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のもの」が多かった。男女別にみると，いずれの項目
においても，女性の方が男性より多く，「特に配慮し
ていない」は女性3.1％，男性は14.5％と男性の方が無
頓着であった。

　コンビニエンスストアを利用することがあるかを尋
ねたところ，全体では，「利用しない」は23.1％であ
り，8 割近くが，月 1 回程度以上コンビニエンススト
アを利用している。男女別にみると，「ほぼ毎日」男
性14.7％，女性6.6％，「週 3 ～ 4 回程度」男性18.5％，
女性12.0％と，男性の方がコンビニエンスストアの利
用頻度が高いことがわかる。

　年齢階層別にみると（図 6 ），「ほぼ毎日」，「週 

3 ～ 4 回程度」，「週 1 回程度」「月 1 回程度」を合わ
せた「利用する」者は，若年層では男性95.0％，女性
94.9％，中年層で男性90.3％，女性81.8％，高年層で
男性60.3％，女性55.7％と，高年層になるほど利用者
が少なくなるが，それでも 8 ～ 9 割おり，かつ男性の
利用者が多く，市民の日常生活にコンビニエンススト
アが深く浸透していることがわかる。

　コンビエンスストアの利用頻度が「ほぼ毎日」，「週 

3 ～ 4 回程度」，「週 1 回程度」，「月 1 回程度」と回答
した者（以下「利用者」）678人に対して，コンビニエ
ンスストアで何を買うか，「弁当（幕の内弁当，スパ
ゲッティ，そば等）」，「飲み物」，「惣菜（サラダ，ほ
うれん草のおひたし等）」，「パン類（サンドイッチ，
菓子パン，おにぎり，肉まん等），「雑誌・漫画」，「お
菓子」，「生活雑貨」，「その他」の 8 項目で尋ねたとこ
ろ，全体では，「飲み物」が65.3％と最も多く，「パン

類」60.3％，「お菓子」43.7％が続いた。男女別にみる
と，「弁当」では，男性34.2％，女性24.4％と，男性
の方が弁当を購入している者が多いが，「パン類」で
は，男性53.7％，女性64.8％，「お菓子」では，男性
29.0％，女性53.4％と，女性の方が多かった。

　コンビエンスストアの「利用者」687人に対して，
コンビニエンスストアで食べ物を買う時，何に重点
をおいて選んでいるか，「栄養のバランス」，「価格」，
「味・おいしさ」，「安全性」，「量」，「その他」，「食べ
物は買わない」，「特に考えていない」の 8 項目で尋ね
た（図 7 ）。
　全体では，「味・おいしさ」が55.9％で最も多く，
「価格」45.9％が続き，「栄養バランス」は22.3％，「安
全性」は23.7％にとどまった。男女別にみると，「特
に考えていない」では男性18.8％，女性14.0％と男性
の方が若干多い。「栄養のバランス」では男性19.5％，
女性24.1％と女性の方が配慮している者が多く，特に
「安全性」では男性15.1％に対して，女性は29.6％と倍
近かった。

　夕飯を外食することがあるかを尋ねたところ
（図 9  8 ），全体では，「月 1 回程度」32.9％，「週 1 回
程度」26.1％，「週 3 ～ 4 回程度」6.1％，「ほぼ毎日」
4.1％と，これらを合わせると，69.2％の者が月 1 回以
上夕飯を外食するとしている。男女別にみると，「ほ
ぼ毎日」では，男性8.4％，女性1.3％，「週 3 ～ 4 回程
度」では，男性8.7％，女性4.4％，「週 1 回程度」で
は，男性26.3％，女性26.0％と，「週 1 回程度」以上外
食する者は男性の方が多い。一方，「月 1 回程度」で
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は，男性28.6％，女性35.6％，「外食しない」では，男
性27.7％，女性32.3％と，女性の方が多い。年齢階層
別にみると（図 8 ），「ほぼ毎日」，「週 3 ～ 4 回程度」，
「週 1 回程度」，「月 1 回程度」を合わせた「外食する」
者は，若年層では男性92.5％，女性84.8％，中年層で
は男性87.3％，女性73.9％，高年層では男性48.2％，
女性49.7％と，高年層になるほど少なくなる。若年
層・中年層では，男性の方が女性より「外食する」者
が多いが，高年層では，女性の方が若干多い。

　　外食の頻度を「ほぼ毎日」，「週 3 ～ 4 回程度」，
「週 1 回程度」，「月 1 回程度」と回答した「外食をす
る者」614人に対して，外食をする時何に重点をおい
て選んでいるか，「栄養のバランス」，「価格」，「味・
おいしさ」，「安全性」，「量」，「その他」，「特に考えて
いない」の 6 項目で尋ねた。
　全体では，「味・おいしさ」が81.4％と最も多く，
次いで「価格」が55.0％，「栄養のバランス」が34.0％
と，外食時に「栄養のバランス」に重点をおいて選
んでいる者は 3 人に 1 人にとどまっている。男女別に
みると，「栄養のバランス」では，男性22.5％，女性
41.9％，「安全性」では，男性14.9％，女性26.6％と，
女性の方が多い。コンビニエンスストア利用時でも，
「栄養のバランス」「安全性」に配慮している者が多
かったが，外食でも「栄養のバランス」に配慮してお
り，中でも女性の方が配慮していた。

　家の人や友人・知人との団らんを大切にした食生活

の実態に関する具体的な調査項目として，外食（夕食）
は誰と行くかについて尋ねた。
　外食の頻度で「ほぼ毎日」，「週 3 ～ 4 回程度」，「週 

1 回程度」，「月 1 回程度」と回答した「外食利用者」
614人に対して，外食（夕食）は誰と行くかを尋ねた
ところ，「家族」は，男性53.4％，女性70.4％，「友
人」は，男性25.7％，女性42.2％，「同僚」は，男
性25.7％，女性15.1％であり，「ひとり」は，男性
26.1％，女性9.0％だった。女性の方が外食（夕食）に
行く者が多く，相手は家族や友人が多い。これに対し
て男性は，4 人に 1 人以上が，「ひとり」や「同僚」と
行き，女性に比べて「家族」や「友人」が少なかった。
　外食（夕食）は誰と行くかを就業形態別にみると
（表 7 ），男女ともに「無職・家事専業」では「家族」
と行く者が多く（男性83.7％，女性89.3％），「自営業
主・家族従業者」（男性57.1％，女性89.3％），「雇用
者」（男性47.6％，女性55.0％）も「家族」と行く人が
少なくない。一方，「ひとり」で行くものは男性に多
い（男性32.5％，女性15.6％）。残業後の帰途に「ひと
り」で食事をする人が多いと推測できる。一方「学生」
では「友人」（男性70.0％，女性68.8％）が多く，友人
との関係を夕飯の外食を通してはぐくんでいることが
伺える。

　
　外食（夕食）は誰と行くかを年齢階層別にみる
と，高年層（男性76.8％，女性76.3％），中年層（男
性40.5，女性76.6％），高年層（女性76.3％）の「家
族」と行く者，および，若年層女性の「友人」と行く
者（68.7％）が50％をこえていた。「ひとり」で行く
者は，若年層男性37.8％，中年層男性32.2％が際立っ
て多かった。
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　地域のふれあいを大切にした，環境に優しい食生活
の具体的な調査項目として，①食育活動への興味，②
食べ残しの頻度，③食品廃棄に関する認識について尋
ねた。

　食育への関心の問いに「関心がある」，「どちらかと
いえば関心がある」とした660人に対して，どのよう
な食育活動に参加してみたいと思うか，「生活習慣病
予防などのための料理教室（以下「料理教室」とい
う。）」，「食生活の改善に関する活動（以下「食生活改
善活動」という。）」，「郷土料理，伝統料理等の食文化
継承活動（以下「食文化継承活動」という。）」，「食品
の安全や表示に関する活動（以下「食品安全・表示活
動」という。）」，「食品廃棄や食品リサイクルに関する
活動（以下「食品リサイクル活動」という。）」，「農林
漁業などに関する体験活動（以下「体験活動」とい
う。）」，「食育に関する国際交流活動（以下「国際交流
活動」という。）」，「その他」，「特にない」の 9 項目で
尋ねた。
　全体では，「料理教室」が38.8％で最も多く，「食品
安全・表示活動」36.4％，「食生活改善運動」28.3％，
「食文化継承活動」27.3％がいずれも20％以上であっ
たが，「国際交流活動」は11.4％と低かった。「特にな
い」も22.3％と多く，食育に関心がありながら，既
存の活動には参加意欲を持てない者が一定度存在す
ることがわかる。男女別にみると，「料理教室」（男
性32.9％，女性41.5％），「食品安全・表示活動」（男
性32.4％，女性38.2％），「食文化継承活動」（男性
25.1％，女性28.3％），「食品リサイクル活動」（男性

22.2％，女性26.3％）では女性の多かったが，「食生活
改善運動」（男性28.5％，28.3％），「体験活動」（23.7％。
19.0％），「国際交流活動」（男性11.6％，女性11.3％），
「特にない」（男性25.1％，女性21.0％）では男性の方
が多かった。
　年齢階層別・男女別にみると（表 8 ），男性では若
年層で「食生活改善運動」（20.0％），「食文化継承運
動」（20.0％），中年層では，「料理教室」（22.4％），60
歳以上の高年層では，「食品安全・表示活動」（24.1％）
が多く，年齢により関心が相違する。一方，女性で
は若年層で「料理教室」（43.0％），「食文化継承活動」
（29.1％），「食品リサイクル活動」（26.6％），中年層で
「料理教室」（35.7％），「食品安全・表示活動」（33.2％），
「食文化継承活動」（26.8％），高年層では，「食品安
全・表示活動」（34.4％），「料理教室」（29.5％），「特
になし」（26.2％）と，いずれも料理教室に関心が高
かった。

　食事を残さず食べるかを尋ねたところ，全体では，
「残さない」が71.5％，「たまに残すことがある」が
26.1％と，残さない者が大半であった。男女別にみる
と，「残さない」では，男性78.0％，女性67.3％と，男
性の方が食事を残さない者が多く，「たまに残すこと
がある」では，男性19.7％，女性30.3％と，女性の方
が多い。

　食品産業や家庭において食べ残しや食品の廃棄が発
生していることに関して「もったいない」と感じるこ
とがあるかを尋ねたところ，全体では「いつも感じて
いる」が65.5％，「しばしば感じている」が31.0％と，
これらをあわせると，96.5％と，大半の人が「もった

区　分

年
齢
階
層
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理
教
室

食
生
活
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活
動

食
文
化
継
承
活
動

食
品
安
全･

表
示
活
動

食
品
リ
サ
イ
ク
ル
活
動

生
産
体
験

国
際
交
流

そ
の
他

特
に
な
し

対
象
者
数

男　

性

構
成
比
（
％
）

30歳未満 10.0 20.0 20.0 12.5 7.5 15.0 15.0 0.0 10.0 100.0

30 ～ 60歳未満 22.4 18.2 18.8 17.0 15.8 16.4 9.7 1.2 15.8 100.0

60歳以上 19.1 14.9 9.2 24.1 12.1 11.3 1.4 1.4 15.6 100.0

合計 19.7 17.1 15.0 19.4 13.3 14.2 6.9 1.2 15.0 100.0

女　

性

構
成
比
（
％
）

30歳未満 43.0 20.3 29.1 21.5 26.6 15.2 12.7 1.3 8.9 100.0

30 ～ 60歳未満 35.7 23.6 26.8 33.2 25.0 23.2 12.5 1.8 14.3 100.0

60歳以上 29.5 25.1 16.4 34.4 15.3 4.9 3.3 2.7 26.2 100.0

合計 34.7 23.6 23.6 31.9 22.0 15.9 9.4 2.0 17.5 100.0
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いない」と感じていることが分かった。
　食べ残しの頻度で「残さない」（644人）と「たまに
残すことがある」（235人）と」回答した人別に，「もっ
たいない」と感じることがあるかのクロス集計をした
ところ，「残さない」と回答した者の69.9％がもった
いないと「いつも感じている」おり，「たまに残すこ
とがある」と回答した者でもったいないと「いつも感
じている」は54.6％であったことと比較すると，「残
さない」者の方がもったいないと感じる人が多いこと
が明らかとなった。

　市民が中心となって推進するべき食育活動とは何
か，具体的な調査項目として，市民が中心となって進
めていくとしたら，どのようなことに関心があるかに
ついて，「食品の安全性に関する理解（以下「食品の
安全」）」，「食生活・食習慣の改善（「以下食生活・食
習慣」）」，「環境との調和，食品廃棄の削減や食品リサ
イクルに関する体験活動（以下「リサイクル体験」）」，
「自然の恩恵や，生産者への感謝・理解，体験活動（以
下「生産体験」）」，「郷土料理，伝統料理等の食文化の
継承（以下「食文化の継承」）」，「食を通じたコミュニ
ケーション（以下「コミュニケーション」）」，「あいさ
つの励行や作法の習慣（以下「あいさつ・作法」）」，
「その他」，「特にない」の 9 項目から選択してもらっ
た。全体では，「食品の安全」が66.9％と最も多く，
「生産体験」46.3％，「食生活・食習慣」41.7％，「リサ
イクル体験」38.9％が続いた。男女別でみると，「食品
の安全」（男性61.3％，女性70.5％），「生産体験」（男
性40.2％，女性50.2％）では女性が多く，「あいさつ・
作法」（男性16.2％，女性10.9％），「特になし」（男性
9.0％，女性4.2％）では男性が多い。

　郷土料理や伝統食を知っているかを記述式で尋ねた
ところ，いずれも少数であるが，「うどん」，「うど料
理」，「江戸東京野菜料理」，「栗料理」，「けんちん汁」，
「桜の花びらを使ったもの」，「天ぷら」が挙げられた。

郷土料理や伝統食を食べたことがあるかを記述式で尋
ねたところ，「うどん」，「うど料理」，「江戸東京野菜
料理」，「栗料理」，「けんちん汁」が挙げられた。郷土
料理や伝統食を作ることができるかを記述式で尋ねた
ところ，「うどん」，「うど料理」，「江戸東京野菜料理」，
「栗料理」，「けんちん汁」が挙げられた。
　小金井市ではまだ息づいている郷土食がある一方，
「江戸東京野菜」をはじめとする新しい取り組みも郷
土食としてかかげられ，市民が新たに創っていく可能
性が高いことが把握できた。

　食事の準備をする時，何を参考にしているか，「テ
レビ番組」，「料理本」，「携帯情報端末（ゲーム機含
む）」，「家庭科教科書やノート（以下「家庭科教科書
等」）」，「インターネット（パソコン）（以下「インター
ネットPC」）」，「インターネット（携帯電話）（以下
「インターネット携帯」）」，「その他」，「特に参考にし
ているものはない（以下「特になし」）」の 9 項目で尋
ねた（表 9 ）。
　全体では，「料理本」が52.4％で最も多く，「テレビ
番組」39.9％，「特になし」30.4％が続いた。
　男女別にみると，男性では「特になし」41.6％が最
も多く，「料理本」では男性35.3％，女性63.3％，「テ
レビ番組」では男性24.9％，女性49.4％と，女性が男
性を大きく上回った。
　年齢階層別にみると，男性の若年層では，「インター
ネットPC」（40.0％），「料理本」（32.5％），「特になし」
（37.5％），中年層では「料理本」（42.4％），「特にな
し」（35.2％），高年層では，「特になし」（50.4％），「料
理本」（27.7％），「テレビ番組」（24.1％）が多かった。
女性でも若年層では，「料理本」（68.4％），「インター
ネットPC」（46.8％），「テレビ番組」（44.3％），中年
層では，「料理本」（71.4％），「テレビ番組」（49.6％），
高年層では，「テレビ番組」（51.4％），「料理本」
（48.6％），「特になし」（34.4％）が多く，若年層では
インターネットが，高齢者は料理本とテレビが情報源
として活用されていた。

区　　分 テレビ番組 料理本 携帯情報端末
家庭科教科
書等

イ ン タ ー
ネットPC

イ ン タ ー
ネット携帯

その他 特になし 合計人数

構成比（％）

男性 24.9 35.3 0.9 3.5 19.7 1.4 10.1 41.6 100.0

女性 49.4 63.3 1.3 3.7 24.2 4.1 16.2 23.2 100.0

合計 39.9 52.4 1.1 3.6 22.4 3.0 13.9 30.4 100.0

－ 251 －

大竹・境谷 : 東京都小金井市民の食意識・食行動をふまえた食育の課題



　以上の結果から，小金井市の食生活として以下のよ
うな特徴と課題が明らかとなった。

　「食育の意味」言葉も意味も知らなかった者は12.2％
のみで，ほとんどの市民は知っており，関心も持って
いる者は74.3％と，関心の高さが伺えた。男女別では，
女性に比べて男性の関心は低い。メタボリックシンド
ロームは中年男性に多いとされることからも，男性に
対する重点的な取組が求められる。
　食育に関心がある理由では「食料の輸入依存問題」
「食生活の乱れ」「生活習慣病の増加」などをあげ，政
府・自治体のキャンペーンやマスコミ報道の影響を受
けつつも，食育の目的は正しく浸透しつつあると考え
られる。

　朝食の欠食率は全体で13.1％であり，市民の大半が
朝食を食べていた。単身世帯，拡大家族世帯の中年層
の男性では欠食率がやや高い。家族員の生活パターン
の相違が欠食率を高めていると考えられる。
　欠食をし始めた時期は高校卒業後～ 30歳未満まで
が多い。現在の食育は学校での取組が中心となってい
るが，高校卒業後～ 30歳未満を対象とした食育の重
点化が求められる。
　朝食を食べない理由は，「時間がない」「食欲がわか
ない」「朝食を食べるより寝ていたい」との回答が多
かった。朝食の欠食が，忙しい現代生活の中で，どの
ように「ゆとり」を持つかという問題であることがわ
かる。

　朝食は，62.7％が「家族」と食べており，「ひとり」
は31.6％だった。「ひとり」で食べる人は，若年層の
男女，単身世帯の男女，拡大家族世帯の男性で多く，
とりわけ高齢層の女性は男性の 2 倍と多かった。
　夕食は全体で76.1％が「家族」と食べており，「ひ
とり」は18.8％と，朝食よりも少ない。若年者，単身
者，拡大家族世帯の男性，高齢者の女性が「ひとり」
で食べる比率が高い傾向は朝食と同様である。
　家族と食事を食べるという目標を達成するために
は，家族それぞれの生活スタイルに合わせ，朝・夕い
ずれかは食卓を家族で囲む取組を進めることが必要で
ある。

　家庭でよい食習慣を身につけられたかという問に
「できている」「まあまあできている」とした者は合わ
せて65.4％だったが，「日本型食生活の実践」「野菜摂
取量の増」「正しい箸の持ち方」など 7 つの家庭での
食育行動は「あまり当てはまらない」「全く当てはま
らない」がどれも 8 割以上であった。
　家庭での食育力は必ずしも機能していない状況か
ら，学校だけでなく家庭を巻き込んだ食育の展開が求
められる。

　野菜の理想的な量（主菜の 2 倍程度）を摂取してい
る者は全体の20.2％で，男性では主菜の半分以下とし
た者が51.2％に達し，より一層野菜を摂るよう働きか
ける必要があることが明らかとなった。
　食生活の改善意欲について11項目を尋ねたところ，
全体的に改善意欲は高かった。しかし先に見たように
野菜の摂取量は少なく，本人はできていると考えてい
るが実際には出来ていない項目がある。そのズレを認
識させ，適切に啓発・指導していくことが求められる。
また，「栄養バランス」では男性，「知識や技術」では
男女ともに，「改善したい」との回答が高く，きちんと
した知識や技能を提供する教室の開催等が望まれる。
　間食は女性の78.4％が毎日しており，男性の倍以上
であった。特に，男性の「雇用者」「学生」は最も低
い一方，女性の「雇用者」「学生」は最も高い。女性
では，交際と間食が結びついている様子がうかがわ
れる。

　市内で採れた野菜については，62.8％が利用してお
り，「鮮度」「国産のもの」に配慮しており，地場野菜
と新鮮で安全な野菜を楽しむ生活スタイルが定着して
いる。ただし男女差が大きく，男性に対する働きかけ
が求められる。
　コンビニエンスストアや外食は男女ともに利用して
おり，食品・飲料の購入が多く，食生活の一部となっ
ていることが裏付けられた。利用の際の配慮としては，
「味・おいしさ」「価格」が多く，「栄養のバランス」
「安全性」はそれほど重点が置かれていなかった。コ
ンビニエンスストア・外食産業の協力を得ながら，栄
養バランスに配慮するような仕掛けを作っていくこと
が必要であり，食育推進計画における「事業者の食育
活動に対する促進策」の重要性が裏付けられた。
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　外食（夕食）を「ひとり」で食べる者は，男性で
26.1％，女性で9.0％に過ぎず，全体として家族等と外
食をする者が多く，特に女性ではその傾向が強いこと
がわかった。中年層男性では「同僚と」外食をするこ
とが多く，食事も仕事が中心となっていることがうか
がえる。また「ひとり」でも多く，帰途に外食してお
り，残業などのワークスタイルを見直す必要があろう。

　食育活動への興味では，「料理教室」「食品安全・表
示活動」「食生活改善運動」「食文化継承活動」が多い。
しかし，「特にない」も22.3％あり，食育に関心があ
りながら，既存の活動には参加意欲を持てない者が一
定程度存在することがわかる。こうした市民をどう引
き付けていくかが，課題である。
　食べ残しについては意識が高かった。小金井市民の
ごみ問題への関心の高さを反映していると考えられる。
地場野菜への高い関心と併せて，環境に優しい食生活
の実践については，素地ができていると考えられる。

　市民主体の食育活動として「食品の安全」が66.9％
と突出して高く，続いて「生産への感謝・体験」で
41.7％であり，小金井市産の無農薬野菜などを使用し
た飲食店をPRするなどの食品の安全と結びつく新た

な活動の展開や，農業が残る小金井市の特長を生かし
た市民の生産体験活動の展開などが期待されるところ
である。
　伝統食については，知っている者は全体で9.2％だっ
たが，知っている料理として，また食べたことがある
もの，作ることができるものとしても「うどん」「う
ど料理」「江戸野菜」「栗」「けんちん汁」等があげら
れ，まだ息づいている伝統食がある一方，江戸東京野
菜」など新しい伝統食も産まれていた。参加してみた
い食育活動として，若年層が伝統食の継承に高い関心
を示していたことから，伝統食の掘り起こしや作り方
の収集，普及を，若者や学生が参加しやすい市民活動
として展開することを提案したい。
　行事食の頻度については，年 1 ～ 2 回が最も多く，
年 3 ～ 4 回，全く作らないが続き，行事食の習慣は消
え失せてはいない。行事食を核にして，小金井らしい
食文化を継承できる可能性は高いと思われる。
　食事の情報源については，「料理本」が最も多く，
「テレビ番組」「特になし」が続いた。若年層では，イ
ンターネットの割合も高く，今後はインターネットを
利用した情報提供が有効であると考えられる。
　以上，小金井市民は基本的に健全な食生活を送って
いる者が多く，緊急に取り組むべき課題は少ない。
　しかし家族と住んでいるにもかかわらず，仕事など
の影響により朝食の欠食やひとりで食事をする者もお
り，野菜の摂取量や外食時の配慮等も含めて，今後の
課題である。なお，市民の食育への関心は高く，市民
が主体となる食育の推進に期待される。
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